
市長タウンミーティング概要 

 

会  場 下今泉コミュニティセンター 

開催日時 令和８年２月 28 日（土）10：00～11：10 

 

 

市長との意見交換 

① 

質  問 高齢化が進む中、市内に総合病院が少ないと感じているが、どの

ように考えているか。 

回  答 最初から総合病院へ行くのではなく、まずはかかりつけ医をも

ち、日頃からチェックをしてもらうことが重要と考える。かかり

つけ医で「検査が必要」と判断された場合は、紹介状を書いても

らい、総合病院へ行くのがよい。 

市内に大学附属病院はないが、海老名総合病院の医療レベルは大

学病院レベルの一歩手前の 2.5 次救急まで上がってきており、高

度医療が受けられる状態になっている。大きな病院は、検査や手

術のために最終的に行くところである。日頃のチェックには、市

で行なっている健診や、ViNA GARDENS PERCH にある様々な病院

等も利用していただきたい。 

 

  



② 

質  問 海老名駅から上今泉方面への公共交通機関(バス)が非常に少な

い。各時間帯も１時間に１本で、最終バスも 21:15 と時間が早

く、受験勉強等で塾に通っている子たちが間に合わない。子ども

たちの進路を考えると、このまま住み続けられるのか不安になる

ことがある。駅周辺は便利になってきたが、北部方面の公共交通

機関についても検討していただきたい。 

回  答 本当に難しい問題と考えている。運行するのは市ではなく民間の

バス会社であり、「運転手が不足している」として毎年減便され

ている。これは全国的にも同様であり、バスの運行が減便になっ

たり廃線になったりしている実情がある。 

上今泉地区は、住環境は良いが、交通の利便性が悪い。駅も、座

間駅、海老名駅のどちらを使うか迷うことがある。当初は、民間

のバス会社がかしわ台駅からバスを通す計画があったが、運転手

不足で実現しなかったので、コミュニティバスを海老名市で運行

し始めた。民間のバス会社に対して要望は上げていくので、お時

間を頂きたい。 

自転車を運転することが可能であれば、シェアサイクルもあるの

で、利用を検討してほしい。 

 

 

③ 

質  問 ＪＲ相模線は、各駅間の距離が大体 1.5km 程度だが、海老名駅か

ら入谷駅までは約 3.0km と駅が遠いので、間に新しい駅を作れな

いか。 

回  答 ＪＲは、リニアが開通し、橋本駅に停まった段階で、東海道新幹

線の倉見駅を作る予定だと言っている。 

現在、ＪＲには、相模線の複線化を要望している。その中で、上

今泉と運動公園前に駅増設の要望を出しているが、「駅を作るこ

とは難しい」と言われている。ただし、複線化が実現すれば可能

性はあると考えているので、引き続き要望を上げていきたい。 

 

  



④ 

質  問 当自治会では、「世帯数が 2,500、加入率が 40%を割っている」と

いう数字が出ているが、区域内の大規模マンションを除けば、実

質的な加入率は 80％を超えてくる。 

そのような中、先日大型マンションに居住している方から、「上

郷第一児童公園から海老名駅までの通りが暗いので、防犯灯を設

置してほしい」という連絡があった。話を伺うと、「地域づくり

課に連絡したところ、『自治会から要望を挙げてほしい』と言わ

れたので、連絡をした」とのことであった。 

大規模マンションの自治会未加入世帯からの要望も自治会で取

りまとめるのは無理があるため、大規模マンションは区域から切

り離してほしいと地域づくり課に要望してある。 

以上を踏まえて、今後は自治会の区域を見直していただきたい。 

 

また、来年度の自治会の予算付けをしなければいけないが、大規

模マンションを自治会から切り離した場合、市からの委託費や補

助金が減額されると思う。そのことを地域づくり課に聞くと、「そ

のままやっていただけませんか」というような返事があり、はっ

きりしない。 

回  答 大規模マンションは自治会を分けないといけないと思っている

ので、地域づくり課へ指示を出す。 

大規模マンションについては、管理組合には皆入っているので、

今後、管理組合を自治会に準ずるものとして位置付けることを進

めていきたい。さつき町は、管理組合と自治会が一緒になってい

る。 

現在、マンション管理組合は、自治会支援条例の中で一つの団体

に準ずるものとして位置付ける方向で動いているので、今後変わ

ってくる予定である。 

 

また、予算については、はっきりさせる。 

あまりに減額するとやっていけなくなってしまうと思うので、考

えていく。 

 

  



⑤ 

質  問 市議会議員の議員定数を 22 名から 19 名に削減する理由は。 

議員数が削減されることにより、市民の声が通りづらくなるので

はないかと不安視している。 

回  答 議員定数はあくまでも議会が決定することであり、私はそれに対

して一石を投じたという状況である。 

16 年間市議会議員を務めたが、定数よりも政務活動費の方が問

題だと思っている。政務活動費は年間１人 22 万円だが、政治的

な使い方が難しい。昨年の施政方針演説では、政務活動費や定数

等、議会のあり方を考えてほしいと申し上げた。議会改革につい

ては、昨年の４月からずっと話し合っているが、結論が出ていな

いのが現状である。 

個人情報保護の観点から、市議会議員が住所や電話番号を公表し

なくなってきている。また、活動が、自らの足を使ったものから

ＳＮＳ等に移り変わってきている。そのような中で、市民の声に

耳を傾けるという点についても、いま一度議会のあり方を考える

べきと思っている。 

 


